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会議録（１）

会議の名称 令和２年度第２回飯能市下水道事業審議会

開 催 日 時
令和３年１月１５日（金）

開会 午後１時３０分 閉会 午後２時１０分

開 催 場 所 飯能市役所本庁舎 ５階 第１・第２委員会室

議 長 氏 名 青木 茂

出 席 委 員
前田 悦子 青木 茂 佐野 純一 半田 収

嶋崎 季子 豊田 美子 佐武 泰史

欠 席 委 員 秋山 隆道

説 明 者 の

職 氏 名

上下水道部長 佐野 勇

下水道課長 川村 信幸

下水道課主幹 清水 孝

下水道課主幹 加藤 智史

下水道課主幹 土肥 伸光

下水道課主査 射矢 直之

傍聴者の数 ０人

会 議 次 第 別紙のとおり

配 布 資 料 別紙のとおり

事務局職員

職 氏 名

上下水道部長 佐野 勇

下水道課長 川村 信幸

下水道課主幹 清水 孝

下水道課主幹 加藤 智史

下水道課主幹 土肥 伸光

下水道課主査 射矢 直之

下水道課主任 松本 正尚

下水道課主任 真船 八洲
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会議録（２）

議事録の概要（経過）・決定事項

１ 開会

２ あいさつ（青木会長）

３ 議事

飯能市下水道事業経営戦略プランについて（審議）

事務局から配布資料を説明し、飯能市下水道事業経営戦略プランについて審議

を行い、答申案について承認した。

４ その他

特になし

５ 閉会
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会議録（３）

発言者 発 言 内 容

会長 それでは、「飯能市下水道事業経営戦略プランについて」を議題とい

たします。事務局から説明をお願いいたします。

下水道課長 （配布資料説明）

会長 説明は以上です。

資料のとおり委員の皆様からはこれまでに多くのご意見等をいただ

いておりますが、改めてご意見やご質問はございますか。

委員 市議会へは２月の全員協議会より前に報告等をしていますか。

また、全員協議会で報告した際に意見等が出された場合は、このプ

ランが修正される可能性がありますか。

下水道課長 プランを策定することについては既に市議会へ報告しております

が、市議会からプランに対する協議は求められておりませんので、大

きく影響するようなご意見等はないものと考えております。

委員 下水汚泥の有効活用ですが、再資源化による売却等の収入は望めま

すか。

下水道課主査 浄化センターでは、下水処理の過程で発生する脱水汚泥については、

委託処理にて再資源化を図っており、処理形態としては、肥料化、セ

メント化及びガス発電化になります。

委託による処理になりますので、現時点では売却による収益は見込

めません。

委員 将来的に収入源としての利活用を検討してはいかがでしょうか。

下水道課主査 過去にメーカー及び公益財団法人との共同研究において、汚泥を消

化する過程で発生する消化ガスによる消化ガス発電の導入を検討しま

したが、設備投資コストも高く、現状の消化ガス発生量では、費用便

益比が１以上にならないという試算結果になりました。

委員 ＢＩＳＴＲＯ下水道のように、下水道資源を利用した緑や野菜を育
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てる取組などにもつながると良いと思います。

会長 処分するだけではなく、有効に活用してはどうかということですが、

下水汚泥の処理費用については、再資源化後の売却収入を見込んで相

殺しているため、結果的に処理費用の削減になっていると思います。

ただ廃棄しているだけではないということも、今後ＰＲされると良

いと思います。

委員 水洗化の促進については戸別訪問で対応されているようですが、コ

ロナ禍では戸別訪問が難しい状況だと思います。

水洗化が遅れることにより収入が減少してしまうと、使用料の改定

につながりかねませんが、広報などはどのように考えていますか。

下水道課主幹 昨年度は下水道未接続世帯を直接訪問し、水洗化を促進する活動を

行いましたが、今年度はコロナ禍であるため、水洗化の案内をポステ

ィングする方法で活動を行いました。今後も状況に応じた方法で活動

したいと考えております。

また、新たに下水道管を整備した地域には、工事の前後にお知らせ

しています。

委員 紙ベースでは分かりづらい方もいらっしゃいますので、できるだけ

工夫して広報していただきたいと思います。

また、コロナ禍で収入が減少している世帯もあり、工事費や受益者

負担金の支払いが困難で、下水道に接続できないご家庭もあると思い

ますが、支援する制度はあるのでしょうか。

下水道課主幹 コロナ禍の影響で経済活動が落ち込んでいることも要因であると思

いますが、新規の接続件数は昨年度に比べあまり伸びていません。支

援する制度はありませんが、今後も動向を注視していきたいと考えて

おります。

委員 ＰＤＣＡサイクルとはどのようなものですか。

下水道課主幹 計画に基づき実施した事業を検証・評価しながら、継続的に業務改

善を図る手法です。

委員 下水道普及率は現況で７１％ですが、プランでは１０年後の目標値



5

を７４％としています。区画整理事業を実施している地区もあります

ので、関係課とも調整を図って、目標の達成に向け努めていただきた

いと思います。

会長 普及率が上がれば収益の増加にもつながりますので、是非お願いし

たいと思います。

他にご意見やご質問はございますか。

（なし）

ご意見等がないようですので、飯能市下水道事業経営戦略プランに

ついての質疑を終結し、審議会としての答申をまとめたいと思います

がご異議ございませんか。

（異議なし）

それでは、これまでに各委員から出されたご意見等を踏まえ、答申

案を用意しましたので、事務局より配布をお願いいたします。

（答申案配布）

配布した答申案を朗読いたします。

（答申案朗読）

以上が答申案です。

皆様からご意見やご質問はございますか。

（なし）

ご意見等がないようですので、答申案のとおり市長へ答申すること

としてご異議ございませんか。

（異議なし）

答申書につきましては、コロナ禍の状況も踏まえ、私が代表して市
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長へ提出することとしてご異議ございませんか。

（異議なし）

それでは、後日提出させていただきます。

他に委員の皆様や事務局から何かございますか。

下水道課長 答申書につきましては、会長から市長へ提出後に委員の皆様へ写し

を送付させていただきます。

また、飯能市下水道事業経営戦略プランにつきましても、決裁終了

後に委員の皆様へ送付させていただきますのでよろしくお願いいたし

ます。

会長 他にございますか。

（なし）

それでは、本日の議事は以上になります。

委員の皆様、ご協力ありがとうございました。

議事のてん末・概要を記載し、その相違ないことを証するためここに署名します。

令和 年 月 日

議長の署名


